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― 各地で新年賀詞交歓会開催 ―

業界挙げ課題解決を （缶詰業界）

　新年恒例の 「缶詰業界新年賀詞交換会」 が缶詰８団体 （日本缶詰びん詰レトルト食品協会、

日本加工食品卸協会、 日本製缶協会、 食品環境検査協会、 日本鮪缶詰輸出水産業組合、 日

本水産缶詰輸出水産業組合、 日本蜜柑缶詰工業組合、 日本ジャム工業組合） の共催で１月８

日 （水）、 東京大手町の経団連会館で開かれ３７０名が出席した。 主催者を代表して日本缶詰

びん詰レトルト食品協会の浦上博史会長 （ハウス食品グループ本社社長） が 「会員各社と手を

携えて、 さまざまな課題に向き合っていきたい。 缶詰製品群は即食性があり保存性も高いことか

ら、 現在の食生活の変化に適合しやすい特徴を持っている製品。 より簡便 ・ より環境価値の高

い容器の開発や多様な顧客との接点の開拓など、 業界８団体が連携して様々な取組みを進める

ことで、 新しい令和時代の缶詰食品業界をいままで以上に盛り上げていきたい」 と力強く挨拶し

た。

　続く来賓の挨拶では、 塩川白良農林水産省食料産業局長が昨年の台風などの自然災害の被

災地に対して、 業界が行った食料支援に感謝の意を表明した。 さらに、 宇宙日本食として 「や

きとり缶詰」 が認知されたことに触れ、 「業界にとっては喜ばしい出来事だった。 本年も飛躍の

年になるように期待している」 と強調した。

　乾杯の音頭を取った國分晃日本加工食品卸協会会長は、 「昨年は日本食糧新聞社の食品ヒッ

ト大賞の 『大賞』 がなかった。 今年はぜひ多くのヒット商品を作っていただきたい。 流通としても

販売だけでなく、 開発にも携わることでお役に立ちたい」 とあいさつした。

　中締めは、本多正憲日本製缶協会会長 （東洋製罐社長） が行い、「皆さんとともに新しい変化、

イノベーションを起こす年にしたい」 と締めくくった。

主催８団体を代表して乾杯の挨拶をする國分晃会長

事業活動
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業界全体で持続的な発展を （東京）

　加工食品卸ならびに酒類 ・ 食品メーカーで構成される酒類食料品業

懇話会は１月６日東京 ・ 中央区のロイヤルパークホテルで恒例の新年

賀詞交歓会を開催。 出席者は会員各社のトップら２６０社９００人が出

席した。 冒頭に参加者全員で 「君が代」 と 「１月１日の歌」 を斉唱。

続いて同会の國分勘兵衛会長 （国分Ｇ本社 （株）） が挨拶し 「東京

五輪 ・ パラリンピック大会の開幕まで今日でちょうど２００日となった。

オリンピックイヤーの今年が素晴らしい年となることを願っている」 とし

た上で「昨年も自然災害が相次いだ。 世界的に気候変動が大きくなり、

その原因としてＣＯ２排出量の増加など、 地球環境の変化が挙げられ

ている。 ＳＤＧｓの取り組みが注目されているが、 これを一過性のもの

ではなく、 地球環境の将来を見据えて本気で取組んでいかなければならない時代になった」 と

警鐘を鳴らした。 「量の拡大、 シェアアップを追うのではなく、 伸びない部分は質で補うことを考

えていく必要がある、 再生産と持続可能な計画を立て、 業界全体で持続的な発展につなげてい

きたい」 と呼びかけた。

　続いて今年の年男２３人を代表して松沢幸一 ・ 明治屋社長が挨拶し 「新年早々、 国内外で多

事多難が続き、 今年も不安定な１年が予想される。 酒類食品業界は

昨年後半から減速気味で、 消費増税や小売業の競争激化の影響も

懸念される。 今年の干支の子 （ねずみ） は繁殖力が旺盛で真面目

にコツコツとコミュニケーション力も豊かで環境適応力にも優れている

という。 厳しい環境だが、 東京五輪の経済効果にも期待し、 ぜひとも

業界繁栄の年にしたい」 と述べ乾杯の発声を行った。 中締めでは同

会の副会長である森山透氏 （三菱食品 （株）） が 「競争と協調が求

められる時代になった。 競争も大事だが、 協力できる部分は互いに協

調し、 業界の発展につなげていこう」 と万歳三唱で新たな年の飛躍を

誓った。

挨拶をする酒類食料品業懇話会　

國分勘兵衛会長

中締めの挨拶をする

森山透副会長
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製配販の連携を強化 （大阪）

　今年５４回目を迎える新春恒例の 「食品業界　新春名刺交換会」 が６日、 大阪市の太閤園で

開催された。 日本加工食品卸協会近畿支部、 大阪府食品卸同業会と

の共催。 近畿圏の卸やメーカーのトップを中心に１７７社、 ５４０人が集

まった。

　主催者を代表し、 岡本均日本加工食品卸協会近畿支部長 （伊藤忠

食品社長） が 「日本では今年のオリンピック ・ パラリンピック、 ２０２５年

の大阪 ・ 関西万博など華やかな式典が次々と予定されている。 一方、

世の中にはさまざまな変化が起こっており、 この潮流は今年も大きなう

ねりとして、 われわれに大きく影響することが予想される。 製配販の連

携を強化し、 対抗手段をしっかりと考えていかなければならない」 と述

べた。

　乾杯は堀井一彦カゴメ大阪支店長が登壇し 「今年は五輪が開催され、

健康への意識はより高まることが予想される。 ２０２０年は食品業界を挙げ

て日本人の健康増進に取り組むとともに、 大阪から世界に向けてさまざま

な発信を始める年にしたい」 と力強く乾杯の発声をした。

　中締めは魚住直之大阪府食品卸同業会会長 （伊藤忠食品西日本営

業本部長） が 「昨年から中一日配送を行う企業が徐々に増えている。

当然、 メーカーにおいてはコスト削減につながるが、 卸にとっては負担

がかかる。 削減できたコストを卸とシェアするという考えをもっていただけ

たらありがたい」 と呼びかけ締めくくった。

挨拶をする

岡本均近畿支部長

中締めの挨拶をする

大阪府食品卸同業会

魚住直之会長

新春名刺交換会 会場
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業界の健全な発展に貢献 （名古屋）

　中部食料品問屋同盟ならびに中部食品製造協議会が主催する 「令和２年新年賀詞交歓会」

が１月６日、 名古屋観光ホテルで開催された。 約６００名が参加し中部の食品業界の幕開けを告

げる盛大な催しとなった。

　開催にあたり中部食料品問屋同盟の永津嘉人会長が挨拶を行い、「今

年も食品業界では人手不足による人件費や物流費の上昇が続くとみら

れ、 業種業態を超えた競争は激しさを増し、 自然災害への備えも必要

となる。 依然として厳しい状況にあるが、 業界の健全な発展に向け一丸

となって取り組んでいきたい」 と述べた。 続いて中部食品製造協議会

の岡本嘉久会長の発声で乾杯が行われ、 会場では令和初の新年を祝

うとともに、 年末年始の商戦の振り返りや今年の先行きの予想などを語

る姿が散見された。

　宴半ばで中部食料品問屋同盟の林清高常任理事が 「２０２０年がス

タートした。 食品業界は人口減や高齢化、 さらに人件費や物流費の高

騰など厳しい状況にあるが、 一丸となって難局に立ち向かい克服していきたい」 と述べて中締め

を行った。

新年賀詞交歓会 会場

挨拶する中部食料品問屋同盟

永津嘉人会長
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業界挙げて課題に挑む （福岡）

　日本加工食品卸協会九州 ・ 沖縄支部 （支部長＝網田日出人 ・ ヤマ

エ久野会長） の 「新年交礼会」 が６日、 ホテル日航福岡で開催された。

　網田支部長は 「少子高齢化の進行に伴い消費構造は変化し、 ＩＴ活

用やキャッシュレス進展で顧客接点が多様化している。 さらには、 人手

不足やフードロスなどの課題もある。 これに立ち向かうには、 業界を挙げ

た構造改革が不可欠。 メーカーと卸が情報交換を行い、 諸問題に対し

連携して改善を目指すことが肝要だ」 とあいさ

つした。味の素九州支社の白羽弘支社長は「加

工食品業界を取り巻く環境は厳しい。プラスチッ

ク廃棄物、 食品ロスなどの課題に対し、 今まで

以上に製販配三層一体となり取り組んでいきたい。 同時に、 多彩な九

州の食文化をみなさんと一緒に盛り上げていきたい」 と続けた。

　閉会あいさつで、 コゲツ産業専務の本村陽一副支部長は 「今年は

東京オリンピックが開催される。 ５年、 １０年、 ２０年先に、 この五輪を

日本人が振り返るときがやってくる。 ２０２０年はそういった年だ。 『振り

返ればいい年だった』 といえるように頑張っていきたい」 と締めくくった。

挨拶をする

網田日出人支部長

挨拶をする

本村陽一副支部長

新年交礼会 会場

挨拶をする

味の素九州支社長白羽弘氏
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食品ロスを削減へ （札幌）

　日本加工食品卸協会北海道支部が主催する 「加工食品業界新年交礼

会」 が１月６日、 開催された。 布施和博日食協北海道支部長 （日本アク

セス北海道社長） が挨拶を行い、 「昨年は５月１日に元号が令和に変わ

り、 新たな時代の幕開けを期待させた。 ９月にはラグビーＷ杯日本で開

催され４３００億円ともいわれる経済効果に驚いた。 東京オリンピック開催

の今年は、 札幌でのマラソン、 競歩競技開催が決定し景気へのプラス効

果を期待している。 一方で食品ロスは、 １５年度で実に６４６万ｔが廃棄さ

れるに至っている。 ＳＤＧｓの１７項目のゴールのうち、１２番目の作る責任、

使う責任では３０年までに全世界の食料廃棄物を半減する目標が掲げら

れている。 国内では昨年１０月に食品ロス削減推進に関する法律が施行

された。 食品製造事業者に対しては賞味期限の年月表示化、 賞味期限の延長化を、 食品小売

業者に対しては納品期限３分の１ルールの緩和など商習慣の見直しを呼びかける運動が実施さ

れている。 今年は子 （ね） 年。 子の字は植物が子孫を増やそうと成長し始める種の状態を表す。

皆さんと一緒にまいた種がしっかりと根を張り、 困難や変化にも耐えられる太い幹を伸ばし当協

会理念でもある競争と協調を尊重しながら、 実り多き業界、 北海道の発展に向けともに歩んでい

きたい」 と述べた。

　続いて高橋敏博賛助会員世話人代表 （北海道味の素社長） は 「４月

２４日白老にウポポイ （民族共生象徴空間） が誕生、 外国人観光客も

今後一層の増加が予想される。 ウポポイは、 大勢で歌うという意味のア

イヌ語。 この１年、 北海道の食を盛り上げ、 年末には大いに喜び歌をと

もに歌いたい。 道内食品業界の発展を願う」 との発声で乾杯した。

　黒澤良一日食協北海道支部副支部長 （国分北海道社長） は 「混沌

とした世界情勢が、 日本、 そして北海道にも何らかの影響を及ぼしてく

る可能性もあるが、 脇を締めて心を引き締めて生配販３層、 しっかり業

界の生き残りをかけて頑張りたい」 と中締めした。

挨拶をする

布施和博北海道支部長

中締めの挨拶をする

黒澤良一北海道支部副支部長 新年交礼会会場

乾杯の挨拶をする

北海道味の素社長高橋敏博氏
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東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会期間中の
物流に係るご協力のお願い （賛助会員向け発信）
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「食品表示法」 経過措置期間終了に伴う
完全移行について （賛助会員向け発信）
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第４７回 異業種交流委員会 開催

　第４７回異業種交流委員会が２月１３日 （木） 午後３時より、今回の当番幹事団体である （一社）

日本医薬品卸売業連合会会議室にて開催され、 当協会からは奥山専務理事と時岡事務局長の

２名が参加した。 当委員会は各業種で中間流通を担う各団体が持つ課題の共有や様々な情報

交換を行うことを目的として年２回定期的に開催されている。

　

［各団体からの報告事項］

１． 全国化粧品日用品卸連合会

　①化粧品日用品業界の物流データ連携について

　②全卸連主催ボウリングＳＳＳカップについて

　③主要メーカーに関するアンケート調査について

２． 日本加工食品卸協会

　①２０２０年食品流通業界の課題

　②温度管理加工食品の販売に関するＨＡＣＣＰ手引書について

　③異常気象時のトラック輸送中止目安について

　④加工食品食育推進協議会の設立について

　⑤食品ロス削減推進法の基本方針について

３． 東京医療用品卸商協同組合

　①返品実態と得意先との返品の対応について

　②第１０６回東京医療衛生用品フェアについて

４． 全国米穀販売事業共済協同組合

　①精米年月日表示の見直しについて

　②取引実態調査結果について

５． 日本医薬品卸売業連合会

　①新型コロナウィルス感染拡大に伴う医薬品 ・ 衛生材料等の緊急輸送への協力について

　②返品調査結果について

　③東京オリンピック ・ パラリンピックの医療品流通について

　上記の中でも返品問題については各業種に共通する課題でもあり、 様々な情報交換を含め活

発に議論された。 尚、 次回は東京医療用品卸商協同組合が幹事団体となり、 １０月１４日に開

催される。


